
2021年度 

 

統合プログラム 成果報告会および報告書用資料 

 

１．学術発表件数 
 

● 論文発表 76 件（受理・印刷済み） 

● 論文発表   5 件（投稿中） 

● 学会発表 85 件 

 

（課題毎の内訳） 

i.  

a. 論文発表 37 件（受理・印刷済み） 

b. 論文発表   0 件（投稿中） 

c. 学会発表 13 件 

ii.  

a. 論文発表   5 件（受理・印刷済み） 

b. 論文発表   0 件（投稿中） 

c. 口頭発表 15 件 

iii.  

a. 論文発表 11 件（受理・印刷済み） 

b. 論文発表   2 件（投稿中） 

c. 口頭発表 27 件 

iv.  

a. 論文発表   2 件（受理・印刷済み） 

b. 論文発表   2 件（投稿中） 

c. 口頭発表   4 件 

v.  

a. 論文発表 11 件（受理・印刷済み） 

b. 論文発表   0 件（投稿中） 

c. 口頭発表 16 件 

vi.  

a. 論文発表 10 件（受理・印刷済み） 

b. 論文発表   1 件（投稿中） 

c. 口頭発表 10 件 

 

 



２．広報活動 
２．１ テーマD全体 

【講演】 

1. 2021/04/22 Nobhito Mori, “Projection and adaptation to coastal hazards due to 

climate change in the Pacific Islands”, Interaction between climate change an

d the ocean in Asia Pacific SIDS, UNESCO Jakarta, Webinar. 

2. 2021/8/31 Eiichi Nakakita (Keynote Speech), “No-regret climate change adaptat

ion with a paradigm-shift of the water-related disaster”, Intercontinental an

d Virtual 5th Global Summit of GADRI (Global Alliance of Disaster Research Ins

titutes): Engaging Sciences with Action, 31 Aug. to 1 Sep., 2021. 

3. 2021/10/9 Eiichi Nakakita (Invited Speech), “No-regret climate change adaptat

ion with a paradigm-shift of the water-related disaster”, Session 2: Water Sa

fety of Cities to secure adaptation of climate change, Water Seoul 2021: 9 Oct

ober, 2021. 

4. 2021/10/27 中北英一（講演）：「豪雨災害と気候変動適応」、福井県内市町長と環境

省との環境政策に関する意見交換会、環境省、Web開催. 

5. 2021/11/07 中北英一（講演）：「気候変動と豪雨災害」、美作医会定例会、津山保健

センター. 

6. 2021/11/15〜12/14 中北英一（講演）：「気候変動と豪雨災害」、三重県気候講演会 

～気候変動と豪雨災害及びその適応策～、特別講演、Web公開. 

7. 2021/11/19 中北英一（講演）：「気候変動による自然災害への影響と対応」、令和３

年度兵庫県地球温暖化対策・気候変動適応フォーラム、Web開催. 

8. 2021/11/19 中北英一（コーディネーター）：パネルディスカッション、令和３年度兵

庫県地球温暖化対策・気候変動適応フォーラム、ウェブ開催. 

9. 2021/11/22 中北英一（講演）：「豪雨災害と気候変動適応」、山口大学・地域防災・

減災センター、第3回防災・減災講演会、山口大学工学部、宇部. 

10. 2021/12/06 中北英一（講演）：「気候変動と気象災害の激甚化について」、気候変動

適応に関する地方公共団体職員対象研修会（2021年度）Web開催. 

11. 2021/12/06 中北英一（パネラー）：気候変動適応に関する地方公共団体職員対象研修

会（2021年度）Web開催. 

12. 2022/1/17 中北英一（講演）：気候変動に伴う近年の豪雨災害と今後の対策について、

日本水道協会大阪府支部管理者研修会、シティプラザ大阪、大阪. 

13. 2022/1/18 中北英一（講演）：気候変動と豪雨災害、科学技術と経済の会（JATES）第

２５期第３回代表者懇談会講演会、主婦会館プラザエフ、東京、ハイブリッド開催、20

22年1月18日. 

14. 2022/1/20 中北英一（講演）：領域テーマD「統合的ハザード予測」 ハザードの気候

変動影響予測と適応に向けて、統合的気候モデル高度化プログラム 領域D 公開報告会 

2022年1月20日. 



15. 2022/1/20 中北英一（ファシリエーター）：パネルディスカッション「気候変動科学予

測とそれが生み出すパラダイムシフトとしての気候変動適応」、ハザードの気候変動影

響予測と適応に向けて、統合的気候モデル高度化プログラム 領域D 公開報告会 2022

年1月20日. 

16. 2022/1/26 中北英一（講演）：水災害への気候変動影響と適応、国際防災・人道支

援フォーラム2022、神戸ポートピアホテル（人と防災未来センターからウェブ発

表に変更）、2021年1月26日. 

17. 2022/1/26 中北英一（パネリスト）：パネルディスカッション、国際防災・人道支

援フォーラム2022、神戸ポートピアホテル（人と防災未来センターからウェブ発

表に変更）、2021年1月26日. 

18. 2022/1/27 中北英一（講演）：梅雨豪雨・ゲリラ豪雨の実時間ならびに気候変動予

測、関西ライフライン研究会、Web開催、2021年1月27日.  

 

【テレビ・ラジオ】 

19. 2021/04/18  19:00~20:50  中北英一（テレビ）：BS1スペシャル、シリーズ“2030 未

来への分岐点” 「暴走する温暖化地球の危機」第１回は新たなフェースに入った地球

温暖化、NHK BS1（再放送：2021/04/25 11:00~12:50）. 

20. 2021/07/01  13:45~の部  中北英一（テレビ）：キャスト、「被害出やすい7月の雨 -

地球温暖化で豪雨や台風に変化-」、朝日放送. 

21. 2021/07/02  16:15~の部  中北英一（テレビ）：ten、「備え 本格的な豪雨シーズン突

入 “線状降水帯”で被害拡大」、読売テレビ. 

22. 2021/07/05  22:00~22:30  中北英一（テレビ）：クローズアップ現代+、「カメラが捉

えた土石流の脅威・熱海の現場から」、NHK総合テレビ. 

23. 2021/07/07  13:34~の部  中北英一（テレビ）：キャスト、「西日本豪雨3年 災害から

命を守る」、朝日放送. 

24. 2021/07/11  21:00~21:55  中北英一（テレビ）：サンデーステーション、「何故？梅

雨末期に相次ぐ被害」、テレビ朝日. 

25. 2021/09/03  18:10~18:45  中北英一（テレビ）：「令和３年８月豪雨 知られざる被

害」、NHK福岡放送局. 

26. 2021/09/07  17:05~17:55  中北英一（ラジオ）：「にっぽん列島夕方ラジオ／はっけ

んラジオ」、NHKラジオ第一. 

 

【新聞等】 

27. 2021/05/ 中北英一・小坂田ゆかり・呉 映昕（雑誌執筆）：「気候変動とその影響」、

特集：これからの土砂災害対策～砂防の近未来～、河川、(社)日本河川協会、第77巻、

第5号、pp.8-12. 



28. 2021/05/ 中北英一（雑誌執筆）：第7回「温暖化適応としての緩和 ～2年目を迎えて」，

連載「後悔しない地球温暖化適応 ～”順応的”適応策の推進」，隔月誌「地球温暖

化」，日報ビジネス社，No.73 (2021年5月号), pp26-27. 

29. 2021/07/ 中北英一（雑誌執筆）：第8回「第２のパラダイムシフト、～“科学的将来

予測”を将来計画立案に」，連載「後悔しない地球温暖化適応 ～”順応的”適応策の

推進」，隔月誌「地球温暖化」，日報ビジネス社，No.74 (2021年7月号), pp26-27. 

30. 2021/09/ 中北英一（雑誌執筆）：第9回「梅雨豪雨は温暖化でどうなるのか？～将来予

測をベースにして」，連載「後悔しない地球温暖化適応 ～”順応的”適応策の推進」，

隔月誌「地球温暖化」，日報ビジネス社，No.75 (2021年9月号), pp28-29. 

31. 2021/11/ 中北英一（雑誌執筆）：第10回「田んぼダムによる流域治水～気候変動適応

への治水と農業の共存」，連載「後悔しない地球温暖化適応 ～”順応的”適応策の推

進」，隔月誌「地球温暖化」，日報ビジネス社，No.76 (2021年11月号), pp18-19. 

32. 2021/12/10 中北英一（雑誌執筆）：気候変動による豪雨災害への影響と後悔しな

い適応、エコひょうご冬号（101号）、ひょうご環境創造協会. 

33. 2022/01/ 中北英一（雑誌執筆）：第11回「まだまだ高くない気候変動への適応意識～

鉄道を例に考える」，連載「後悔しない地球温暖化適応 ～”順応的”適応策の推進」，

隔月誌「地球温暖化」，日報ビジネス社，No.77 (2022年1月号), pp28-29，2022.1. 

34. 2022/01/ 中北英一（執筆）：「球磨川豪雨災害」，世界気象カレンダー2022，情報印

刷株式会社，一般財団法人日本気象協会. 

35. 2021/05/18  中北英一（新聞記事：コメント掲載）：＋2℃の世界、「複合的な災害 影

響が深刻化」、くらしナビ -環境-、毎日新聞夕刊（全国版）、第13面（くらしナ

ビ）. 

36. 2021/05/26  中北英一（新聞記事：顔入りコメント掲載）：「線状降水帯 リスクと備

えは、都市計画と治水計画掛け合わせて被害防げ」、現風雲究、産経新聞夕刊. 

37. 2021/06/18  中北英一（新聞記事：所長コメント掲載）：「京大防災研 災害被害軽減

へ 研究70年」、なるほど科学＆医療、読売新聞朝刊（全国版）、科学・医療面（第15

面）. 

38. 2021/06/29  中北英一（新聞記事：コメント掲載）：「豪雨 7月上旬に集中」、朝日新

聞夕刊（全国版）、第1面. 

39. 2021/07/05  中北英一（新聞記事：コメント掲載）：灯、「静かなる危機」、京都新聞

朝刊、第9面. 

40. 2021/07/10  中北英一（新聞記事：コメント掲載、記事内容へもサポート）：「熱海土

石流１週間」「梅雨後半に生じた近年の主な豪雨災害と、大雨の仕組み」、読売新聞朝

刊（全国版）、特別面（第28面）. 

41. 2021/07/20  中北英一（新聞記事：コメント掲載）：「高まる「温暖化で豪雨」」「治

水に気候変動影響」、毎日新聞朝刊（全国版）、第6面（総合）. 

42. 2021/07/20  中北英一（新聞記事：コメント掲載）：「「富岳」30分以内の豪雨予

測」、読売新聞夕刊（全国版）、第4面. 



43. 2021/08/30  中北英一（新聞記事：コメント掲載、写真入り）：「災害軽減へ 実践的

な研究を推進」 設立70周年を迎えた京都大学研究所、特集 防災週間 上下水道の強靱

化を見据えて、水道産業新聞、第2，3面. 

44. 2021/10/05  中北英一（新聞記事：ウェブ記事、コメント掲載）：気候の研究者ら祝福

「大きな国際貢献だ」真鍋氏ノーベル賞、産経新聞. 

45. 2021/11/13  中北英一（新聞記事：研究紹介）：北海道でも梅雨に災害級の大雨…温暖

化進行で京大チーム予測「全国で豪雨災害」、読売新聞オンライン. 

46. 2021/11/14  中北英一（新聞記事：研究紹介）：北海道でも梅雨に災害級の大雨…温暖

化進行で京大チーム予測「全国で豪雨災害」、読売新聞朝刊（東日本版）、社会面. 

47. 2021/11/16  中北英一（新聞記事：研究紹介）：梅雨に大雨、北海道でも梅雨、温暖化

放置で90年代、京大チーム予測、読売新聞オンライン. 

48. 2021/11/16  中北英一（新聞記事：研究紹介）：梅雨に大雨、北海道でも梅雨、温暖化

放置で90年代、京大チーム予測、読売新聞夕刊（西日本版）、第10面. 

49. 2021/11/19  中北英一（雑誌記事：コメント掲載）：温暖化、「日本沈没」をまじめに

検証 ～いま東京が抱える４つのリスク～、AERA, Vol.34 No.52, pp.10-14, 朝日新聞

出版. 

 

２．２ 課題毎 

 

i.  

○ 2021/6/9 The Conversation，Climate change is making ocean waves more pow

erful, threatening to erode many coastlines 

○ 2021/7/17 毎日新聞，朝刊，温暖化で波の高さ強さ増大 

○ 2022/3/5  小坂田ゆかり（講演）：「10年後，50年後，温暖化で梅雨豪雨はどう

変わる？」，第17回京都大学附置研究所・センターシンポジウム 京都大学松山

講演会，松山市民会館大ホール． 

 

ii.       

○ 2021年6月15日 環境展望台 「北大など、実海域における「温暖化・酸性化・

貧酸素化」の影響を一体的に評価」 

○ 2021年6月17日 みなと新聞 「気候変動 北海道沿岸環境に打撃 北大などが

警鐘、資源に懸念も」 

○ 2021年6月21日 水産経済新聞 「将来の北海道に影響深刻 北大など研究発表 

温暖化、酸性化、貧酸素化」 

○ 2021年6月30日 Quisine 「温暖化で北海道の海の幸が大打撃？新たな研究論

文」 

○ 2021年7月2日 NHK総合 みみより！くらし解説 「”海の温暖化”なにが起き

る？」   



○ 2021年7月5日 NHK総合 おはよう北海道 「温暖化でホタテやウニ成育に適さ

ない高水温も 北大など予測」 

○ 2021年7月14日 テレビ朝日 「温暖化でホタテとウニがピンチに？対策は」  

○ 2021年7月14日 Yahoo！ニュース 「温暖化でホタテとウニがピンチに？対策

は」  

○ 2021年7月14日 ニュースサイトしらべぇ 「北海道ウニとホタテが危機に？ 

温暖化論文著者の北大准教授に気象予報士が迫る」 

○ 2021年8月20日 読売テレビ かんさい情報ネットten   

○ 2021年8月28日 BSフジ なるほど！なっとく塾  

○ 2021年10月23日 北海道新聞朝刊サタデーどうしん 「加速する「異変」 対策

急務」  

○ 2021年10月26日 長崎新聞 「脱炭素社会を問う 海洋酸性化が脅威に」 

○ 2021年10月30日 中國新聞 「脱炭素社会への死角 海洋酸性化も食い止めよ」  

○ 2021年10月31日 西日本新聞 「【脱炭素社会を問う】 進む海洋酸性化が脅威

に」   

○ 2021年11月9日 NHK仙台 てれまさむね 「温室効果ガス増加で海が”酸性

化”」   

○ 2021年11月18日 NHK おはよう日本 「温室効果ガス増加で海が”酸性化”」 

○ 2021年11月26日 読売新聞朝刊 「不漁深刻 北海道赤潮 サケ大量死 海温上

昇 消えたサンマ」  

○ 2021年12月1日 北海道新聞朝刊 水曜討論「脱炭素社会」実現へ隠れた論点は

ないか  

○ 2021年12月3日 NHK NEW WEB ビジネス特集 カキの養殖できなくなる？～忍び

寄る“海の酸性化”～ 

○ 2021年12月12日 神奈川新聞朝刊 「脱炭素社会を問う 見逃せない海洋酸性

化」 

○ 2021年12月14日 J-WAVE TOKYO MORNING RADIO 「エコツーリズムの今後の流れ

について」 

○ 2021年12月25日 日本経済新聞 「北海道の赤潮北海道の赤潮、漁獲種も変化被

害80億円「先見えない」」 

○ 2022年1月14日 日刊工業新聞 「日本沿岸の熱帯性魚種分布、温暖化で２倍拡

大 北大が予測」 

 

iii.  

○ 2021年7月1日 読売新聞 九州豪雨「湿度100%」大気層 「モール」線状降水

帯予兆か 京大チーム確認 

○ 2021年7月2日 読売新聞 なるほど科学＆医療 豪雨研究「災害リスク水蒸

気で把握 湿度100%層」 



○ 2021年7月29日 日本経済新聞 静岡上空に超湿潤大気層か 熱海土石流、豪

雨前に 

○ 2021年7月29日 中日新聞 湿度ほぼ１００％の「モール」発生か 熱海土石

流前の豪雨時 

○ 2021年7月29日 神戸新聞 湿度ほぼ１００％の「モール」発生か 熱海土石

流前の豪雨時 

○ 2021年7月29日 静岡新聞 湿度１００％大気層 熱海上空に発生 京大チー

ム解析 土石流前の豪雨 

○ 2021年7月29日 産経新聞 湿度ほぼ１００％の「モール」発生か 熱海土石

流前の豪雨時 

○ 2021年7月29日 東京新聞 豪雨当日 超湿潤大気層か 京大チーム解析 積

乱雲生む「モール」 

○ 2021年7月30日 信濃毎日新聞 湿度ほぼ１００％の大気層 発生か 熱海土

石流での豪雨 京大チーム解析 

○ 2021年7月30日 四国新聞 湿度ほぼ１００％の「モール」発生か 熱海土石

流前の豪雨時 

○ 2021年7月30日 長崎新聞 湿度ほぼ１００％の「モール」発生か 熱海土石

流前の豪雨時 

○ 2021年7月30日 下野新聞 湿度ほぼ１００％の大気層 静岡上空にモールか 

京大 土石流前の豪雨解析 

○ 2021年7月30日 岩手日報 湿度ほぼ１００％の「モール」発生か 熱海土石

流前の豪雨時 

○ 2021年7月30日 産経新聞東京版 湿度ほぼ１００％の「モール」発生か 熱

海土石流前の豪雨時 

○ 2021年8月2日 神奈川新聞 静岡上空に超湿潤大気層か 熱海土石流前に発

生 

○ 2021年8月30日 朝日放送「キャスト」 台風 今後2ヵ月シーズン到来 危

険な２つのコース 

○ 2021年9月30日 朝日放送「キャスト」 竜巻 台風シーズンに多いのはな

ぜ？どう身を守る？（災害列島） 

○ 2021年8月20日（講演）竹見哲也，2021：「近年の豪雨災害に見られる極端気象

の実態と備え」，第8回「震災対策技術展」大阪，大阪市北区 グランフロント

大阪内コングレコンベンションセンター 

○ 2021年12月18日 大学ジャーナルONLINE 北西太平洋の爆弾低気圧が急増 1980

年代後半から東シナ海暖湿化で急発達が促進 

○ 2021年12月24日 毎日新聞web版 1月の爆弾低気圧発生が日本近くで急増 荒天

に警戒 京大など分析 

 

 



３．共同研究の状況 
  

３．１ 海外機関との連携 

● 全体 

○ NCDR 

● i 

○ COWCLIP2 Project，JCOMM/WMO，波浪の将来変化予測アンサンブル実験 

○ SurgeMIP Project，カナダECCC，オーストラリアCISRO，アメリカノートルダム

大学他，高潮の将来変化予測アンサンブル実験 

○ Swansea大学・Harshinie Karunarathna先生グループと海浜変形予測シミュレー

ションで連携 

● iv 

○ インドネシア科学院(LIPI) 陸水学研究所、スマトラ島の水文調査・気候変動影

響評価で連携 

 

３．３ 国内での連携 

● 全体 

○ テーマ間連携 

■ １月３１日：テーマC・D連携会議（オンラインで開催予定） 

 

４．開発されたモデル一覧 
1. 全球大気・ハザード結合モデル，MRI-AGCM-波浪-簡易海洋モデル 

2. 高潮，MPI-MPSモデル，可能最大高潮推定モデル 

3. 高解像度海洋物理・生物化学結合モデル 
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